
　東三河ほいっぷネットワークは、患者に関係する医師、歯科医師、薬剤師、訪問看護師、ケア
マネジャー、歯科衛生士などの専門多職種がチームをつくり、治療やケアの情報を共有するもの
です。在宅医療・介護の現場は、治療管理がされている入院などと異なり、普段と違う症状があ
る場合や、服薬管理ができていない場合、気付くのが遅れてしまうことがあります。東三河ほ
いっぷネットワークを活用することで、そのような異変への迅速な対応が可能となります。
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　「高次脳機能障害」という病気をご存知ですか？今月は、高次脳機能障害になり、記憶障害を抱えた利用者さんに訪問看
護にうかがい、担当者と協力して支えることで、お薬の管理ができるようになった事例を紹介します。

　Ｌさんは、脳梗塞のあと高次脳機能障害になりました。自宅で
暮らすことを希望され退院しましたが、薬の管理ができなくなり
「体調が悪くなってしまう」と不安になりました。そこで、ケア
マネジャーからの紹介で、週1回の訪問看護を開始しました。

　Ｌさんは、何種類もある薬を毎日忘れずに飲
むことができずに、たくさんお薬が残っていま
した。

　訪問看護師は１包化した薬
を、１日１包ずつ１週間分を
訪問看護時にカレンダーに貼
るようにしました。

　担当のケアマネジャーには訪問
時に薬の飲み忘れがないか確認を
してもらいました。

　そこで、訪問看護師が医師に相
談して薬を１包化することで、朝
だけ飲めばすむように調節してい
ただきました。

　また、毎日自宅にう
かがっている訪問介護
の方に「お薬飲んでく
ださいね」と声をかけ
てもらいました。

　訪問看護開始当初は、予定日を
忘れて外出してしまい不在なこと
が多くありましたが、開始から４
カ月後には、Ｌさんは訪問看護を
玄関で出迎えてくださるようにな
り、お薬も飲み忘れがなくなりま
した。

　交通事故で頭を強く打ったり、脳卒中など
で脳にダメージを受け、日常生活に戻ったと
きに外見上は回復したように見えても、脳の
機能のうち、記憶、思考、理解、計算、言
語、判断、情緒などの「認知機能」に障がい
があらわれる状態のことを言います。　
　本人が症状に気付かないこともあり、周囲
から「人が変わった」「乱暴になった」「怠け
者になった」など理解されにくい障がいとい
われています。症状や程度が多様であるのも
特徴です。

　一番多いのは記憶の障がいで、自分が言っ
たことや行ったこと、また約束を忘れてしま
うことがあります。しかし、興味や関心のあ
ることは覚えることが出来たり、繰り返して
体で覚えることができたりします。
　ご本人が自分の障がいを認識し、メモやス
ケジュール帳などを活用して記憶を補う工夫
をすることで、外出したり、家事ができるよ
うになる方も大勢います。

　高次脳機能障害は非進行性で、適切な診断による早期リハビリによって、障がいを受けた部分が回復する可能性があ
ります。一方、認知症は進行性で、人によって差はありますが、認知機能が徐々に低下していきます。

わからないことが多くなり不安だったＬさん 【高次脳機能障害とは】
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　先月は東三河ほいっぷネットワークの特徴などをお知らせしました。今月は、東三河ほいっぷネットワークで
できることや、利用上の留意点をご紹介します。

東三河ほいっぷネットワークでできること

　東三河ほいっぷネットワークを利用して専門多職種にご自
身の情報を共有してほしい場合は、かかりつけ医やケアマネ
ジャーにお気軽にご相談ください。
※個人情報の流出などの心配はありません。

東三河ほいっぷネットワークを利用したい場合は　

　東三河ほいっぷネットワークを用いて専門多職種が情報共有する場合は、必ず患者や家族など
の同意が必要です。患者や家族などの同意なく、東三河ほいっぷネットワークを用いた情報共有が
始まることはありません。また、途中で利用をやめたい場合は、いつでもやめることができます。
　なお、同意が必要となりますが、それ以外にご用意いただくものはありません。

東三河ほいっぷネットワークの利用にあたっての留意点

【高次脳機能障害と認知症の違い】
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例えば

薬の飲み残しが多いことをケアマネジャーが発見

ケアマネジャーが東三河ほいっぷネットワークに投稿

服薬状況を専門多職種で共有

医師の指示により薬剤師が対応


